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す｡村 田氏反慮陰性、穿刺液の培養で結核菌 を

証明せざるも、4月22日 レ線撮影 を行い前頭

骨結 該と確定す｡胸 部 レ線写眞は毎常変化を認

めす、喀疲中結核菌培養にて陰性｡

総 括

接麺結核症見童102名 は全員ツ反鷹陽性で、発

赤、硬結共に著明であ り、二重発赤、水泡 を生 じ

ft者 もある｡チ フ スワクチン注射後2年 半 目迄に

は陰性韓化例には遭遇していない｡

胸部 レ線像で異常所見 を認めた者は20名 あつ

たが、肺柄 の小陰影は比較的速に消失 し、著明な

自覚症状の現われたのは、血行播種性結核の1名

と、著明な滲li{性胸膜炎の2名 で、中1名 は22年

6月 胸惟カ リエス次で8月 左胸膜炎 を合併した｡

境界比較的鮮明な円形陰 影 を示 した者が2名 あ

鉱 叉1名 に肺門 リンハ腺腫脹陳を認めた｡21年

6月 ごろ第1中 足骨結核を発病 した1名 は、22年

6月 左下野にベール厭滲潤を示 したが闇 もなく消

失 し、再び23年5月 左包嚢性胸膜炎像を呈 した

が、24年1月 には再び沿失した｡な お頭蓋骨結核

1名 、左上腕筋結核1名 が観察された｡

喀痩培養にて結核菌集落各1個 を認めた者が5

名あるが・繰返 し培養する中に1～2回 立証 し得

たにすぎぬ◎中2名 は結核菌を証明後、遅れて胸

部 レ線像に異常陰影 を認め、1名 ぱ異常陰影 を認

めない｡

局所変化を生 じた者 の大 部 分は初感染である

が、再感染 を思わせる者が6名 ある｡然 しいすれ

もKoch氏 現象に当る急性潰瘍 を認めすして、所

属 リンパ腺腫脹を触知した｡

21年11月 韓校後漕息不明の1名 、又小指頭大

の リンパ腺1個 摘出後高熱を発し一臓膜炎症歌な

しに一一3日 目に死亡 した1名 があるが、1～2名 を

除いて他は現在元氣に勉学にV・そしんでお り、明

らかなる結核死は1名 もない｡

欄筆に当 り御校閲を賜つた京大青椀教授,絡 始御指

導を賜つた小川所長1京 大佐川助教授,御 教示を賜つ

た結浅弄防会岩崎博士,京 大近藤教授,植 田教授,天

野助教授,お よび御協力を賜つた現國立高知療養所窩

田医務課長,國 立兵瞳療養所今井,佐 藤瞳新両医務課

長並に医局員諸氏に深謝するeな お本頚察に種々御便

宜をお與えくださつた道場小学校当局,重 要な資料を

頂いた結核予防会,兵 庫医大石1日外科,國 立療養所脊i

霞園の方々,道 場村練山・近篠両医師に対 しても深甚

の謝意を表する｡

〔本研究に対 しては文 部省科学｡研 究費の補助を受け

た｡附 記 して謝意を炎する(小川吾七郎)¢〕

結核菌培養に於ける資材節約に関すろ研究

(第匹報)鶏 卵培地 の保存 に就 いて

財團法人結核予防会結核研究所(所 長 隈部英雄)

小 川 辰 次

1緒 論

鶏卵培地は製造 したら、なるべ く早 く使用する

のが最 も理想的であ る こ とは、周知の`1僕であ

る｡し かし培地は使用の度毎に、小数宛製造する

のは、種々の点で不経済である｡随 つて通常は、

一度に沢山の培地 を作 ウ、保存して、必要に磨じ

て使用する｡こ の場合、保存した培地を、製造直

後の ものと同様に、其の増地の能 率 を長 く維持

し、無駄なく使用する事は、消極的ではあるが、

資材蔀約の意味では決 して軽硯出來ない問題であ

る◇
き

而 もこのことに就いては、今迄余 砂研究されて

いないようである｡そ して我 々は、鶏卵培地の保

存は、チフス菌や赤痢菌、等の分離培養に使用す

る培地 と同様、普通綿栓のものを、其の儘、氷室、或

7
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は室濃に保存して使胴してたが、結核菌のように

聚落の発育する迄に、長期間を要するものに使用

する鶏卵培地 を、赤痢菌などの培地 と同一に考え

てよいか、 どうかは甚だ疑問である｡そ こで我々

は先す第一に、現在一般的に用い られている保存

の方法を検討 し、更に進んで、保存の方法に就い

て研究 したので、此処に発表する次第である｡瑠

∬ 実験方法並びに実験成績

(1)培 地の保存日数の雑菌発生に及ぼす影響

実験方法;岡 片倉培地を1度 に沢山作 り、之 を

第1表

氷室に保存し、保存日数を種 々に変えて、之等の

培地に、喀疫 を4%硫 酸水(容 量oで30分 処

ド理 し、10分 遠心 して、沈渣 を培養 し、培養 した

ら、綿栓の上 も鋏で切 り、綿栓 を試験 管 口か ら、

多少中 に挿 し込 み、その上 に、溶 した蝋 を流 し込

んで封蝋 し、37｡Cの 卿 卵器 に放 置 し、10日 、13
ミ

H、20日 、45日 、60日 と、2ケ 月に亙 つて、雑菌の発

生 の状態 を観 察 した｡な お この場合、90目 氷室に

保 存 した培地 は、 凝固水 が消 失 していたので、

0・5cc宛 滅 菌蒸溜水 を加 えた｡そ の域績 は、第1

表 の よ うであ る｡

培地の保存日数と雑菌侵入との関係
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ノ実験1は
、同一の培地 を.2日 、13日 、90日 と

保 存して 使壌した｡実 験 夏では、当 日の もの 、10

H、1791、26日 保 存の ものにつV・て、又実験皿

は、培地 の当 日に娼來上つ た もの と、90日 保存の

もの とにつ き、喀疲 の培 養に よ り実験 した◇

以上 、1、 五、皿、の実験の成績 によると、そ

の何れ の場合 を問わす、氷室保 存で、普通 の封畷

の仕方 をやれ ば、保 字 日数の永び くに連れ て、雑

萄 侵 入の多 くなる ことは,明 らかであ る.次 に氷

室保存 と室灘保 存 とで は.差 が あるか どうか と思

い.一 一方は室温 に保存 し、一方 は永室 に保存 して、

3日,ユ0日 、16月37日｡56日 経 過 した もの を培

養 して見た｡培 養 には喀疫 を使用 し｡4%硫 酸 水

で処 理 して植 えた｡な お56日 保 存の ものは.凝

固水が消失 した故 、滅菌蒸溜水 を05cc宛 加 えて

使Hjし た｡そ の成績 は第2表 の ようであ るe＼

封蝋 の仕方の1、 印 ち、綿栓 を切つ て、そのk

に溶 した蝋 を、そそ ぎ込 む方法 では、3日 、10日

保 存で は、実 験群 も｡対 照 も共 に灘1本 の雑菌の

侵入 もないが、18日 、3711、56日 と、保存 日数の

多 くな るに随つて・実験群では、雑 菌の侵 入率が

多 くなつ ている｡殊 に氷_癖 事の の 潤 掴 壌

の の し比 て、雑菌侵入の程度が強い◇

この実験は7月 中旬より・8H下 旬に亙つて雄

行 された ものであ 鉱 髄つて,そ の時々の外界の
ボ

氣潟や、漏度により、雑菌侵入率に影響すること

一8___
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第2表 培 血の保伊日数,保 存方法及び封蝦の佳方と徽の侵入との関係
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1)綿 膣を切つてその上に溶 した螺をそそぎこむ方法s、

皿)綿 栓をそのままにして培地 より綿挫を抜き販 りその先を溶 した蠣に浸 して直ち

に閉ちこむ方法

は考えられるが、しかし大体以上の成績により、 今迄、我 々は保存した培地 を、新しく出來た培

室盗保存の場合で も、保存日数の永びくに蓮れて 地 と、能率が劣 らないものとして、使用していた

雑菌侵入率が増加 して來 ることは明 らかである｡が 、果 してどうかを槍討 して見た含

(2)培 地の保存日数の結核菌の発育に及ぼす その成績は第3表 のようである｡

影響｡・ ・
も

穐

第3表 培地保存日数の結核菌培養に及ぼす影響
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実瞼方法.培 地の保存は、総て氷室によつたも

のである｡前 同様、喀疾を4%硫 酸水で処理 して

培養 した｡

この成績は2ヶ 月聞の観察によるものであるe
齢 塗抹標本の欄でローマ数宇 をもつ て 示 したの

は、ぜフキー番号である⇔そして培養成績は、

一一陰 性

十一・聚落の数が1～10/瞭1本 の培地 で)

昔一ゆ〃 鱒〃 〃11～50飼

帯…ff'〃50綴 以 上で数える ことの出來

るもの｡

冊…聚落の数 は数 え られ ないが、培地の雫に

9
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達 しないもの｡・

柵…聚落の数は数えられな くて、しか も培地

の孕以上の もの｡

()の 中は、培養してか ら聚落が初 めて発見さ

れる迄に要 した 日数であ り、×と記 したのは、雑

菌の侵入を意味する｡ .一

第1実 験は、当日の ものと90日 保存の比較｡

第2実 験は、2日 と10日 保存の比較｡

第3実 験は、当 日と17日 保存との比較｡

第4実 験は、2日 、9日 、27日保存の培地の比

較であるが、之等の成績 を見 ると、何れ も結核菌

の発育は、その両者或は3者 聞に於て、著明の差

が無い｡即 も之等の成績か ら、少 くとも、結核菌

の発育に対 しては、90日保存のもので も、能率の

点に於ては、製造直後のものと、差がなV・とV・ケ

ことが萬來る｡但 しこの表でも明瞭である様に、

保存日数の多 くなるに連れて、雑菌侵入率 も多 く

なる｡保 存した培地が、新 しく出來た培地に比し

て培養成績の悪V・ことは、とりもなおさす、雑菌

侵入の多 くなるためであつて、培地自身には、能

率の点に於ては、何等の差がないということが出

來 る｡

以上は氷室保存の場合であるが、室温保存の揚

含 も全 く同様であつて、雑菌侵入の点 を除けば、

新 しく萬來上つた培地 と何等差が無い｡

(3)培 地保存の方法に就いて

以上(1)(2)の 実験成績か ら、我 々は諸先進

の言の如 く、培地 を製造 した場合には、なるべ く早

く使用することが、理想であるということが出來

るD又 保存する場合には・鱗 生雌寒1砿 ゑ

ために、氷室 よりも、室温に保 鴫 ζ い

い ことが 出來 る しか し室温 に 「'}・ る坦Aに

一 ・叉今迄の保存の方法
に依れば、どうしても、雑菌の侵入を覚悟 しなけ

ればならない｡そ れで我々は、μ陳 た培地 を、最

も能率的に利用するためには、長期闇保存による

之等の欠点 を除去しなければならない｡

此処で我々は、増養中に発育する雑菌に就V・て

考えて見よう｡我 々が 日常経験するものの大部分 ・

は、微のような種類の ものであつて、其の他のも

のは非常に稀であるb之 等の徴の類は、何処か ら

來 るかといえば、大体次の様な珂能性が考えられ

る｡帥 ち其の1は 、喀疾自身に存在 してた もの、

其の2は 容器に付著してたもの、其の3は 、培養

操作中に塞中より入つたもの、其の4は 、綿栓の

中に存在してた ものが発育して、綿栓 を通 して培

地の中に侵入した もの、等である｡

我々は培養後、綿栓の上 を鋏で切って、その上

に溶 した蝋 を流 し込む方法 で もつ て 封蝋する場

合、殊に長期保存の培地 を使用する場合には、徴

の発生の多いことは前述のようであるが、之 等の

大部分は、綿栓の中に存在してた徽が発育 して培

地斜面に侵入 したと思われる｡

何故なら、その多 くは綿栓の一番先端の方に徴

が密生しているかちである｡

我々は、先に綿栓の上に、日本紙 と硫酸紙を巻
ヤ

V・て、その先 を直ちに溶 した蝋に浸 して、封蝋す

る場合には、徴の侵入 を防 ぐことが出來 ることを

報告 したが、我々はこの封蝋の仕方 を、培養前に

施行 して、その盤保存しておけば、好結果 を得る

のではないかと思い、種々槍討 して見た｡

実験方法:岡 片倉氏培地 を同時に沢山作る｡こ

の場合、一方は普通の綿栓 をした滅菌試験管 を使

い、一方は我々のような綿栓 をした ものを使用す

る｡粛 地が出來た ら、厨 ・ で'崇 ご肇に浸

一 ◎前者は其のまま に して お

く｡こ の両者を夫々、氷室と室温とに保存する｡

叉珊に対照として、製造 して間 もないものを使用
ま

した｡培 養に馬いた材料は喀疫であつて、前同様、

4%の 硫酸水で30分 処理 して使用したeこ の材

料 を8種 の條件の異なる培地に同時に、2本 、乃

至3本 宛培養した｡そ の成績は、第2表 のようで

ある｡(前 掲)

第2表 の封蝋の仕方の欄で、1と 記したのは、

普通の綿栓の ものを、其の儘保存して、培養した

後で綿栓の上を切つて、その上に溶 した蝋 を注ぎ

込んで封蝋 したもの、llは我々のように、綿栓の

上 を日本紙 と硫酸紙とで巻いた滅菌試験音で培地

を作 り、培地が完成した ら、その儘、封蝋して保

存し、用に臨み、巫 」の焔で加温 し て蝋 を溶 し

て、綿栓 を抜いて培養 し、培養し終つ海 ら、再び

培地の試験管 口を、加渥 して、直 ちに封蝋する方

一 一10_一
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法 を探つた ものであ る｡表 を見 ると、3日 、10日

の保 存では、保 存の廷方が1で あつ て も1[で あ一i?

て も、叉室温であつて も、氷室であつ て も、雑菌の

侵入は皆無 である｡次 に実験群で は、18口 の氷室
ゆ

保 存では、1は2本 、印 ち10%、]口 は0、 室盗保

存では、1は3本 即 ち15%、IIIは0で あ る｡37

日 保 存では、氷室で、1は40%、 亙 は5%、 室

溜.で、1は20%、 ■は0で ある｡

.又56日 保 存では、氷 室で1は83.4%■ は0、

室温で は、1は333%■ は0で あ る｡以 上 の成績

か ら、 証の方法に依 ゆ、封蝋 して賠藏 すれば 、雑

菌侵 入は、氷 室保 存で あつて も、室温保 存で あつ

て も、1の 保 存の方法 に比較 して、非 常に少いこ
　 も

とは明 らかである｡匙

即ち新 しく出來た培地と同様に、雑菌の侵入は

非常に少い｡な おこの外、我 々の保存の方法によ

ると、凝固水の存在の猷態 も、大体2ケ 月経過し

第4表

たもので も、新しく作つた増地 と、殆んど同様で

あつて、室温保存では、120本 中8本 、印ち7%

に於てのみ、凝固水の漕失 を見た｡最 後に、我々

の保存の方法は、結核菌の発育に対 しで、悪い影

響が無いか?我 々は次のようにして、この こと

を槍討 して見た｡即 ち我々のようにして綿栓 をし

封蝋 して保存した培地 と、対照 としてその都度新

しく、我々のような綿栓の増地 を作つた ものとを

比狡した｡な お保存は何れ も室認である¢培養し

た ものは喀疫であつて、4%硫 酸次で処理して1

白金耳宛植えた｡そ して、1個 の喀疫につき、実

験群及び対照群の 培 地 を各4本 宛使用した｡な

お、喀疲の大多数は、塗抹 染色標本の楡査では結

核菌の証明出來ない ものか、証明出來 た と し て

も、ガフキー1号 程度の僅少のものの み を選 ん

だ｡そ の成績は第4表 のようである｡

我 々の方法によつて培地を保存 した時の培養成績
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雑 菌の侵 入の程度は、既に述べ た成績 と一致 し

て、保 存 日数の如 何にかか わ らす、使用培地40

L本 中1本 乃至2本 であつ て
、これは対照の、2本 、

1本 、4本 、な どと殆ん ど差がない｡培 養成績 を

見 ると、60日 保 存迄 のいろV・ろの期闇に於て実

験し ているが、保 存 日数の如何 にかかわ らす 、陽

性 率 に於て も、聚落 を発 見 す る迄 の 日数 に於て

も、対照 と=全く差が ない｡ち 亀々 の 一に して嬉

t"て 、決 して結 別 の'`ttNZ

・5・8i4

40

40(DO%)}

40(1ρOタ6)

40(100%)

2

1

4
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翻
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と同様に保存する事が餌來 ると見てよい｡術 我々

の保存の方法たよると、培地 を楡途する様な場合

でも、その凝固水が楡途途中、綿栓に付著して、

徽の侵入を招 く事がなV・故、輸途の場合で も便利

であると思 う｡～

こ と が なV・ とV・ う こ9來

以*の ような・諸実験か ら・我々のようにして

培地を保存する揚合は、徽 の侵入が少い事凝固水

が長期間に存在すること、そして結核菌の発育に

対しては・何等餌害しない｡即 ち大体に於て・長

期保存の場合にも、その能率を新 しく作つた培地

∬1結 論

(1)鶏 卵培地を(普通の綿栓の もの)室濫、或

は氷室に保存する場合は、保存日数の多くなるに

随つて徴の侵入が多 くなる｡こ の傾向は特に氷室

保存の場合に著明である｡

(2)鶏 卵培地は長期保存の ものであつてもそ

り能率には、影響しない｡

(3)普 通の綿栓の上 を、硫酸紙 と和紙で被つ

て綿栓をした試験管で培地 を作 ゆ培地が韻來上つ

一一一1i
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たら、早速溶 した蝋に浸 して封蝋 し、これ を室温

或は氷室に保 存して訟けば、2ケ 月保存しても、

從朱の保存に於て見 られるような、雑菌の侵入 も

へ
殆んどないし、凝固水 も大部分は存在 している｡
が へ

又能率の点に於ても新 しく出來た培地と変 りがな

bo

肺結核症に於ける下肢病的反射に関する研究
(第2報)病 側及び病変程度 との関係

東大医学部沖中内科 高 橋 務

(本 論の要旨は昭和24年 第24回 日本結核病学会総会に発表 した)
曳

、 緒 言

さきに この研究の第一報 に於 て、胸 部に結核性

病 変 を有 す る患 者、或は胸 廓成形術 等 を 行つ た

思 者で、中枢紳経 系疾患 、脊惟 カ リエ ス、腹膜炎

を除いた437名 に ついて下肢の所 謂病的 反射 を槍

し、「メ ンデft・ べtlt.,テレフ」反射{M.B・ 反 射 と

誌 す)、rロ ツ ソリモー」反射(Ro・ 反 射 と誌 ず)

が 、「バ ♂ンスキー」等の蹄 趾背屈 をなす他 の反射

とは無 関係に相当高率に出 ることを確 めて発 表 し

た｡即 ち、患 者輩位 で、437例 中、M・B・ 反射25

例 、57%、R◎.反 射32例 、173%、 胸 病変 のあ

る側軍位 で、803例 中へMB,反 射30・ 例1、3・7%

Ro.反 射39Biij、4.9%で あつた｡叉 、同療養所

の早期患者、外氣患者につV・ての調次査をも併せ報

告した｡今 回は、これ らの反射 と、胸部の病側及

び病変の程度や種類 との関係 を、前回の報告 と同

時的に臨床統計的に槻察 した結果 を報告する｡

観 察 成 績

第1項 ・
一一般肺結榎患者437名(♂348名 、♀89名)

についての槻察｡糊

(1)

全患者の胸部病変の程度 を第1表 の(イ)欄 に、

病変の種類(主 として胸膜部の変化)を 第2表 の

第1表 ・全慰者に就て,患 者阻位で,(Lは 肺,1)は 胸膜,指 弧内上段♂,下 段♀)

kl:tl二;;II:∴ 帝:"…

1研 鍛Ol〔1〕o〔1〕1〔 研1〕 〔1〕〔繧1騰 〕遡

⊥ 多⊥… …「ニ ニ 』一一研「一一 「:gtL・EL_

回 閣iOlQ⑪ 一 〇letoO〔ll〕 〔ll〕

∴ ∵癖L∴ ∬ 一 …一丁コー 吾 髄 一亙

(イ 欄 に掲 げた・一 表 中、Pは 胸膜 、Lは 肺 で

ある｡+、 ±、一は病変 の程度、有 無.ぐ)内 は

過去 の出來事む以後同様の記号 を用 いる礁一 各

項 日Z)う ち、例数 の少い ものの%は あま の信 用出

來 ないが参考 までに掲げた｡｡

(ll[夫

胸 部病変 の側 と、病的 反射 の患る測 との聞に何

溢

らかの関係があるかを見 るた め に第3爽 を作つ

た｡胸 片鰯にのみ病変のある患者では、今回の観

察に関する限 り、すべて、病変 と同 じ側に反射が

IUてV・る｡

胸両側に病変のある揚合については、更に詳 し

く分析 して、"第4表 を作つた｡反 射陽性の大部分

の患者が、反射 と同じ側にも他側にも(十)以上の
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